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概要 セットフォーム工法は、既設トンネルの補修工事において覆工コンクリート背面に生じる
空隙を硬質発泡ウレタンによって充填する裏込注入工法である。従来の可塑性エアモルタル注入工法は
強度発現に時間がかかるため、水の存在下で分離、流出、消泡などの問題があり、これらを解決する
ために瞬結性の硬質ウレタンを注入するセットフォーム工法が開発された。40倍発泡品の開発に
より更なる注入時間の短縮と材料費の低減を可能にした。
特徴 注入後約1分で硬化し、30分で最終強度が発現するので、早期安定性に優れる。
地山への浸透や逸走が少ないため、注入量の低減が図れ、予算管理が容易。反対車線から注入材の
漏出事故が起こりにくい。搬入する材料が40分の1で済む。施工設備が小型軽量なため、ヤードや
道幅の狭さによる制約を殆ど受けない。発泡後のフォームは独立気泡で構成されており、止水効果に優れ
膨張、収縮などの体積変化はほとんど起きない。環境にやさしいノンフロンウレタンである。
施工方法
2液のウレタン系注入材を2ポンプで注入口付近まで圧送し、Y字管・圧力計等からなるミキシングユニット
で混合・撹拌する。混合された2液は注入ホース・注入管を通って覆工コンクリート背面に吐出され、撹拌
開始から約60秒で発泡硬化し、背面空洞を充填する。
施工・材料単価（従来との比較）　【令和2年度千葉県労務単価、200m3の裏込注入、昼間施工】
従来工法（可塑性エアモルタル工法）：59,300円/ｍ3
セットフォーム工法（40倍発泡）：57,500円/ｍ3

既設道路トンネル、水路トンネル等の裏込注入工事やコンクリート構造物の
空洞充填工事に適用可能。コンパクトな注入設備のため小断面のトンネルでの施工、
注入材の密度が小さく覆工に掛かる荷重負荷が少ないため覆工の薄いトンネル、止水性に優れているので
湧水のあるトンネルへの適用が可能

モルタル系の注入材はアルカリ性のため水質の影響が起こり得る。また濁水処理設備が必要となる場合
がある。セットフォーム工法は有害物質の溶出がなく、水質への影響はなく、濁水処理施設も不要である。

施工・使用上の留意点
原液の一つは危険物第4類第4石油類に該当するので、所定の取扱管理が必要。発泡後のフォームは
自己消火性を有しているが、注入管等の切断が必要な場合、火災等の危険があるためパイプカッター等
で切断すること。１ｍ以上の大空洞を注入する際は発煙事故防止のため分割注入を検討する。

国土交通省・地方自治体管理の道路トンネル裏込注入工事は、発泡ウレタン40倍のセットフォーム工法で、
令和2年3月までで600件を超える実績を有している。
内千葉県内の実績は20件（国土交通省・県、民間等）
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県内に自社工場のある建設関連企業等が開発したもの(旭事業所　旭市)
県内に本社のある建設業者等（協会、組合等を含む）が中心となって開発したもの
県内に本社のある建設業者等が開発したもの。
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新技術の提案（様式２－１）

https://www.nisshinbo-chem.co.jp/index.html
j-sasano@nisshinbo.co.jp

断熱事業部　営業1課
笹野　順司
千葉県旭市鎌数9163-13
0497-60-3555 0479-62-4583



（様式２－２）


